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1. はじめに

ChaKi.NET (Matsumoto et al. (2005))は、コーパスに付与されたメタデータ・形態論情報・
係り受け情報を用いて文単位の検索を行ったり、形態論情報・係り受け情報に基づく頻度統計
情報を取得したり、自動解析により付与された形態論情報・係り受け情報を修正したりするこ
とができるコーパス管理システムである。書字テキストからなるコーパスを前提とし、内部に
おけるデータ型はテキストやアノテーションを格納する文字列型やアノテーションを抽象化し
た整数型が用いられてきた。このため、音声コーパスを格納するためには書き起こしテキスト
のみを格納せざるを得なかった。また、書字テキストであってもコーパスを読むときの読み時
間など連続値型を格納することはできなかった。
本稿では、コーパス管理システム ChaKi.NET の新しいデータ型について紹介する。

ChaKi.NET に新しいデータ型として形態素単位に時刻・時間情報を格納する連続値デー
タ型を設けることで「日本語話し言葉コーパス」(CSJ)などの音声コーパスを時刻情報に対す
るスタンドオフ形式で形態論情報・係り受け情報を格納することができる。
具体的には既存のデータベースの形態素に対応する単位で、開始時刻 (start time)・終了時

刻 (end time)・継続時間 (duration = start time - end time)の三カラムからなるテーブ
ルを追加する。時間情報を含まない通常のコーパスは各カラムの値を nullで初期化されてい
る。時間情報が付与されているコーパスの場合、通常のデータベース作成手続きのあと、コマ
ンドラインから実行する timings.exeを用いてデータベースに格納することができる。
以下では、発話時刻が収録されている「日本語話し言葉コーパス」(Corpus of Spontaneous

Japanese; CSJ)を用いた連続値データ型の活用事例を紹介する。

2. 「日本語話し言葉コーパス」(CSJ)の活用事例

以下では「日本語話し言葉コーパス」(CSJ)を利用した活用事例について示す。利用するの
は「日本語話し言葉コーパス」コア RDB版 (version 1.0)の統語情報サブセットデータベース
csj syn.db である。この SQL データベース形式を ChaKi.NET インポート用拡張 CaboCha

フォーマットや時刻情報用 TSVファイルを変換するために必要なプログラム csj2cab.rbは
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https://github.com/masayu-a/ChaKi-CSJDB2DBから入手することができる。

2.1 初期設定

まず、CSJのメタデータ・形態論情報・係り受け情報を ChaKi.NETのデータベースとして
格納するために拡張 CaboChaフォーマットに変換する。

ChaKi.NETインポート用拡張 CaboChaフォーマットファイル csj.cabochaの生成� �
> ls csj_syn

csj_syn.db

> ruby csj2cab.rb > csj.cabocha

� �
以下に生成された拡張 CaboChaフォーマットの例を示す。
ChaKi.NETインポート用拡張 CaboChaフォーマットの例� �
#! DOCID 1 <TalkID>A01F0055</TalkID><Channel>L</Channel>...(省略)
#! DOC 1

...

...(省略)

...

と 助詞,格助詞,,,,,ト,と,ト
いう 動詞,,,,ワア行五段,連体形,イウ,言う,ユー
* 7 10D 0/0 0

こと 名詞,,,,,,コト,事,コト
で 助詞,格助詞,,,,,デ,で,デ
* 8 -1ROOT 0/0 0

えー 感動詞,,,,,,エー,えー,(F エー)
* 9 -1ROOT 0/0 0

す 言いよどみ,,,,,,,,(D ス)
* 10 -1ROOT 0/0 0

発表 名詞,,,,,,ハッピョウ,発表,ハッピョー
し 動詞,,,,サ行変格,連用形,スル,為る,シ
ます 助動詞,,,,,終止形,マス,ます,マス
EOS

� �
各行の形式について説明する。
• #! DOCID で始まる行にはメタデータに相当する情報を格納する。CSJ のデータ格納
においては、「談話基本情報」「話者基本情報」「対話情報」「再朗読情報」「単独印象評定
情報」「集合印象評定情報」を格納する。「集合印象評定情報」については、一つのデー
タに対し複数の評定者による評定結果があるために、平均値を四捨五入した値を格納
する。
• #! DOC で始まる行は、#! DOCID で定義したメタデータに対応するデータが以下の行
から開始することを表す。
• * で始まる行は文節 IDと係り先の文節 ID、係り受けラベルが含まれている。それぞ
れ「文節係り受け」linkDepBunsetsuテーブルの「係り文節 ID」BunsetsuID・「受け
文節 ID」ModifeeBunsetsuID・「係り受けラベル」Dep Labelを文ごとの 0-originの
値に変換して格納する。また、格納する制約上、係り受けラベルに対して表 1のような
変更を行った。
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表 1 係り受けラベルの修正
元の係り受けラベル 変更したラベル

無印 ‘‘D’’

‘‘A2’’ ‘‘AA’’

‘‘D’’ ‘‘DD’’

‘‘D X’’ ‘‘DX’’

‘‘R P’’ ‘‘RP’’

‘‘S:複数文節言い直し:S1’’ ‘‘SS’’

‘‘S:複数文節言い直し:E1’’ ‘‘SE’’

• EOSで始まる行は CSJで規定されている節境界を表現する。
• 上記以外の形態素表層形で始まる行は形態素解析 MeCabの出力形式に変換したものに
相当する。

生成された csj.cabocha を [Tools] → [Create SQLite Corpus] から SQLite 形式の
データベースに変換する。以下の図のように Input Fileと Output Fileを指定する。

この SQLite形式のデータに対し、各形態素の開始時刻・終了時刻を格納するために、拡張
CaboCha フォーマットの形態論情報に対応する行（‘‘*’’, ‘‘#’’, ‘‘EOS’’ で始まらない
行）に一対一対応する以下のような三列からなる TSVファイルを作成する(1) 。以下が時刻情
報保存用の TSVファイルの例である。
時刻情報保存用 TSVファイルの例� �

...

...(省略)

...

と 4.00558 4.140573

いう 4.140573 4.196929

こと 4.196929 4.419734

で 4.419734 4.570856

えー 4.696272 4.805055

す 4.805055 4.883036

発表 5.551385 5.978241

し 5.978241 6.078064

ます 6.078064 6.532801

� �
一列目は「短単位」subsegSUWの「タグ無し出現形」PlainOrthographicTranscription、
二列目は「短単位」segSUWの「開始時間」StartTime、三列目は「短単位」segSUWの「終了
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時間」EndTimeに対応する。

2.2 検索事例

以下では、発話時間 (duration)と形態論・係り受け情報を組み合わせた検索事例について
紹介する。
2.2.1 言いよどみと発話時間
以下の図は品詞に「言いよどみ」を含む要素数を [Tag Search]機能を用いて検索した例で
ある。品詞に「言いよどみ」を含む要素が 505,461件中 6,782件 (1.34 %)ある。

[Options] → [Property Box Settings]から KWIC表示の２列目 (KWIC Row 2)に発
話時間を表示する設定を行うことができる。以下の図は設定例である。

設定を行うと下図のように単語単位の KWIC 表示の下に、発話時間が表示される。発話時
間上にある丸の大きさが発話時間の長さを表す。

この品詞に「言いよどみ」を含む要素を発話時間を用いて絞込検索をすることができる。具
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体的は [Tag Search] の Durationの列に最小値と最大値をコンマ区切りで表現することに
より行う。
以下の例は 100msec以下 (0.0 sec以上 1.0sec以下)の品詞に「言いよどみ」を含む要素の検
索方法である。100msec以下の品詞に「言いよどみ」を含む要素は 1780件 (0.35%)出現する。

以下の例は 1000msec以上 (1.0 sec以上 50.0 sec以下)の品詞に「言いよどみ」を含む要素の
検索方法である。1000msec以上の品詞に「言いよどみ」を含む要素は 8件出現する。

2.2.2 言い直しと発話時間
以下の図は「言い直し」を [Dependency Search]機能を用いて検索した例である。「言い
直し」は 2,697件出現する。

CSJにおいて「言い直し」は以下のような係り受け関係として表現されている。元のデータ
ベースでは係り受けラベル ‘‘D’’として表現されているが、他の係り受けアノテーションつき
コーパスの多くが通常の係り受け関係をラベル ‘‘D’’として表現するために、明確に区別する
ために ‘‘DD’’として格納している。‘‘DD’’の係り元が言い直す前の表現、‘‘DD’’の係り先
が言い直したあとの表現の主辞を含む文節を表す。
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以下の検索事例では、言い直す前の表現が形態素単位で 500msec以下である「言い直し」を
検索したものである。179件出現する。

以下の検索事例では、言い直す前の表現が形態素単位で 1000msec 以上である「言い直し」
を検索したものである。14件出現する。

次の図は発話時間が長い形態素の言い直しの例である。長い表現の言い直しの場合、単純な
単語の言い直しではなく、以下のような言い換えのようなものが含まれている。
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2.3 検索結果の出力

格納されている時間情報は検索結果とともに出力することができる。[File] → [Send To
Excel/CSV]よりMicrosoft Excelもしくは CSV形式で出力することができる。

出力形式として、文単位 (Sentence-wise)・文脈単位 (Context-wise: 左文脈・KWIC 中
央・右文脈)・単語単位 (Word-wise) の三種類を選択することができる。この際に Mix POS
attributesを指定すると単語と品詞情報とともに、開始時刻・終了時刻・継続時間の三つの
値を ‘‘/’’区切りで出力することができる。以下は [Tag Search]で「ちゃう」を検索した
際に、単語単位に Excel出力した例である。

3. おわりに

本稿では、コーパス管理システム ChaKi.NETの新しいデータ型について紹介した。形態素
単位に連続値型を三つ設けることで、開始時刻・終了時刻・経過時間の値を格納することがで
きる。今後「日本語話し言葉コーパス」でよく利用される他の連続量について格納する方法に
ついて検討していきたい。
今回は「日本語話し言葉コーパス」を事例として活用方法について紹介した。他の利用方法
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として、書字テキストの読み時間を格納することが考えられる。今後、書字テキストの読み時
間を格納した場合の活用事例を紹介したい。
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